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　石井町内小中学校では、総合的な学習の時間に手話・
点訳・車いす・高齢者疑似・アイマスク等の福祉体験学習
を行っています。
　手話体験では「石井手話サークル」が手話の使い方等
を劇や歌で教えています。
　点訳体験では「点訳サークルほほえみ」が点字の読み方
や打ち方を教えています。また、視覚障害者の方に来てい
ただき講演をしています。
　車いす体験では「有誠園」の職員から車いすの乗り方や
介助の仕方を、高齢者疑似・アイマスク体験では「社会福
祉協議会」の職員が教えています。
　子どもたちが様々な体験を通して福祉について学び、身
近な人や周囲の人々のために正しい知識を身につけてほしい

ものです。この学習は変化の激しい社会に対応して、自ら
課題を見付け、自ら学び、自ら考える能力を育てる重要な
役割を果たすものです。
体験を終えた生徒さんから届いた感想文の一部
●私は車いす体験をして自分のペースでいくのではな
く、介護者のペースに合わせることが大事だと思いま
した。車いすは障害者などを支えるのになくてはなら
ないものだと思います。間違った使い方をすると危険
ですが、安全に使うことでより便利だと気付きました。
●今、目が見えて人のことが見られること、テレビが
見られることなど日常で自由に目が使えることがどれ
ほど幸せなことかがわかりました。これからはもっと
目を大切にしようと思いました。

石井町

◎石井町小中学校の福祉体験学習
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社
会
福
祉
協
議
会
　
会
費
の
お
礼

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
お
礼

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
お
礼

寄
付
金
の
お
礼

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
当
会

の
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り

感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
昨
年
の
赤
い
羽
根
共
同

募
金
で
は
、
町
民
の
皆
様
よ
り
心

温
ま
る
ご
協
力
を
賜
り
重
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
募
金

は
、
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
す
る
町
民
の
皆
様
の
福
祉
事

業
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
4
月
よ
り
石
井
町

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を
統
合
し
、
石

井
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い

て
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
統
合

す
る
こ
と
に
よ
り
町
内
に
住
ま

わ
れ
て
い
る
児
童
が
同
じ
保
育

料
と
な
り
不
公
平
の
な
い
状
態

に
な
り
ま
し
た
。
更
に
、
11
月
に

は
石
井
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
」

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会

小
　
林
　
智
　
仁

社
協
会
費
募
集
に
あ
た
り
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ま

た
各
戸
を
訪
問
し
て
い
た
だ
い
た

地
区
役
員
、
自
治
会
・
実
行
組
役

員
、民
生
委
員
、婦
人
会
等
の
方
々

に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

皆
様
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、

昨
年
10
月
～
12
月
に
実
施
い
た

し
ま
し
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

は
、
２
、１
８
２
、５
０
０
円
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

集
ま
り
ま
し
た
募
金
は
、
徳
島

県
共
同
募
金
会
に
納
入
し
、
配
分

　

昨
年
12
月
に
実
施
い
た
し
ま
し

た
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
に

は
、
５
１
８
、３
１
７
円
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
中
学
校
、
公
共
施

会　

長
２
、１
０
９
、９
０
０
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。

集
ま
り
ま
し
た
会
費
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
自
主
財
源
と
し
、

よ
り
充
実
し
た
地
域
福
祉
推
進
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

金
を
受
け
て
、
社
協
の
各
種
事
業

推
進
や
各
種
団
体
の
活
動
費
と
し

て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

設
、
店
舗
等
、
合
計
39
カ
所
に
募

金
箱
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
12
月
23
日
に
は
、
石
井
町
女
性

の
会
会
員
お
よ
び
石
井
町
社
会
福

祉
協
議
会
役
職
員
の
23
人
が
街

次
の
方
々
か
ら
寄
付
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

一
金　

１
０
、０
０
０
円
（
9
月
）

　
　
　

石
井
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
様

一
金　

３
６
、５
２
９
円

　
　
　

石
井
町
ゴ
ル
フ
連
盟
様

一
金　

１
０
、０
０
０
円
（
11
月
）

　
　
　

石
井
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
様

一
金　

５
９
、３
５
０
円

　
　
　

石
井
町
農
産
物
品
評
会
様

（
9
月
25
日
～
12
月
18
日
）

　

皆
さ
ま
か
ら
の
善
意
は
、
大
切

に
有
意
義
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

【
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
購
入
】

　

善
意
銀
行
事
業
に
お
い
て
、
今

年
度
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
を
購

入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
貸
出
等
に

活
用
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

利
用
料
軽
減
事
業
実
施
要
綱
を
制

定
し
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
児

童
に
つ
い
て
は
全
額
、
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
、
ひ
と

り
親
家
庭
、身
体
障
害
者
手
帳（
身

体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条
に
定
め

る
も
の
）
の
交
付
を
受
け
た
者
が

属
す
る
世
帯
等
に
つ
い
て
は
、
2

分
の
1
の
額
を
軽
減
す
る
よ
う
に

致
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
単

独
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
ま
ま
で
は
で

き
な
い
こ
と
で
し
た
の
で
、
子
育

て
支
援
の
更
な
る
充
実
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
4
月
1
日
か

ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
体

制
を
変
更
し
ま
し
た
。
新
定
款
で

は
内
部
統
制
が
厳
し
く
な
り
、
役

員
の
権
限
・
義
務
・
責
任
の
明
確

化
、
評
議
員
会
に
よ
る
理
事
等
を

牽
引
・
監
督
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
役
職
員
一
丸
と

な
り
、
な
お
一
層
の
地
域
福
祉
の

推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
皆

様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

頭
募
金
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

（
６
０
、７
７
２
円
）

　

集
ま
り
ま
し
た
募
金
は
、
配
分

会
で
協
議
し
、
次
の
よ
う
に
配
分

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

□
要
援
護
世
帯
の
方
々
へ

　
　
　

３
６
、０
０
０
円

□
子
供
（
児
童
）
社
会
奉
仕
活
動

　
　
　

５
０
、０
０
０
円

□
高
齢
者
給
食
・
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
　

１
０
０
、０
０
０
円

□
児
童
・
生
徒
活
動
費

　
　

２
６
０
、２
０
０
円

□
地
域
福
祉
推
進
費

（
民
生
・
児
童
委
員
活
動
）

　
　
　

２
５
、０
０
０
円

【
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
い
た

だ
い
た
方
々
】

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　
　
石
井
・
浦
庄
・
高
原
・
藍
畑
・

　
　
　
高
川
原
各
民
生
委
員
会
様

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　
　
石
井
・
浦
庄
・
高
原
・
藍
畑
・

　
　
　
高
川
原
各
女
性
の
会
様

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　
　
浦
庄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
様

一
金　

２
８
、５
８
６
円

　
　
　

高
原
壮
年
会
様

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　
　

石
井
町
消
費
者
協
会
様

（
そ
の
他
）

石
井
町
女
性
の
会
・
浦
庄
藤
ク

ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ
部
・
石
井
老
人

会
囲
碁
部
・
徳
島
番
傘
川
柳

会
・
石
井
川
柳
会
・
陽
明
流
瑞

顕
会
石
井
支
部
・
こ
ど
も
ね
っ

と
い
し
い
・
藤
井
寛
・
高
原
俳

句
の
会
・
ち
ー
き
ー
ず

（
順
不
同
・
敬
称
略
）



ご
長
寿
♥
百
歳
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菅
沼　

弘
全
さ
ん
（
石
井
）

大
正
６
年
９
月
９
日
生
ま
れ

　

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
益
々
お
元
気
で
お
暮
ら
し

く
だ
さ
い
。

第35回石井町社会福祉大会
昨
年
10
月
19
日
、
い
し
い
藤
ホ
ー

ル
（
石
井
町
中
央
公
民
館
）
に
お
い
て
、

400
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
第
35
回

石
井
町
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地

域
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

永
年
に
わ
た
り
、
石
井
町
の
社
会
福
祉

の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰

し
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の

で
す
。

記
念
講
演
は
、
徳
島
新
聞
社
論
説
委

員
長
の
岡
本
光
雄
様
を
講
師
に
迎
え
、

「
言
葉
と
と
も
に
、
地
域
と
と
も
に
」

と
い
う
演
題
で
行
い
ま
し
た
。
福
島
県

い
わ
き
市
ご
出
身
の
岡
本
様
が
、
東
日

本
大
震
災
を
通
し
て
の
経
験
や
気
づ

き
や
思
い
に
つ
い
て
ご
講
演
く
だ
さ
い

ま
し
た
。『
言
葉
が
持
つ
力
で
担
え
る

支
援
』
や
『
風
化
さ
せ
な
い
為
に
今
な

お
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
』
等
を
、
古
里

へ
の
思
い
を
込
め
て
お
話
し
い
た
だ
き
、

心
に
響
く
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

《
大
会
長
表
彰
》

老
人
福
祉
活
動
功
労
者

　

浦　

庄　

林　
　

浩
毅

　

高　

原　

野
田　
　

昭

　

藍　

畑　

桑
内　

幸
子

　

高
川
原　

井
内　

政
信

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　

浦　

庄　

岡
田　

愛
子

　

浦　

庄　

古
林　

妙
子

　

浦　

庄　

竹
内　

治
子

　

浦　

庄　

西
川　

貫
一

　

浦　

庄　

宮
北　

隆
右

　

高　

原　

藤
井　

利
夫

　

藍　

畑　

永
岡
小
栄
子

社
会
福
祉
事
業
功
労
団
体

　
石
井
町
更
生
保
護
女
性
会

青
少
年
健
全
育
成
事
業
功
労
者

　

浦　

庄　

中
村　
　

登

青
少
年
健
全
育
成
事
業
功
労
団
体

　
青
少
年
健
全
育
成
諏
訪
東
支
部

　

昨
年
11
月
14
日
、
あ

わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
県
郷

土
文
化
会
館
）
に
お
い

て
、
標
記
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
の

推
進
に
功
績
の
あ
っ
た

自
力
更
生
努
力
者

　

石　

井　

遠
藤　

雅
己

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

　

石　

井　

田
北
千
代
子

　

石　

井　

辻　

冨
久
美

　

石　

井　

宮
本　

昭
子

　

石　

井　

吉
田　
　

繁

　

石　

井　

寺
内　

明
博

　

浦　

庄　

宮
越　

春
美

　

浦　

庄　

高
田　

麻
子

　

浦　

庄　

有
持
由
美
子

　

高　

原　

山
本　

加
代

　

高　

原　

村
部　

米
子

　

藍　

畑　

佐
野　

信
子

　

藍　

畑　

貝
原
き
み
子

　

藍　

畑　

佐
野　

和
代

　

藍　

畑　

綱
木　

栄
子

　

藍　

畑　

芳
川
美
智
子

　

高
川
原　

杉
山　
　

博

　

高
川
原　

中
野
美
恵
子

寄
付
金
功
労
団
体

　

石
井
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

献
血
功
労
者

　

浦　

庄　

後
藤
さ
な
え

　

浦　

庄　

北　
　

孝
一

　

高　

原　

岡
田　

幸
子

①会場風景　②受付風景　③記念講演（講師　岡本光雄様）　④受賞者（代表の方々）

※この社協だよりの発刊には、徳島県共同募金会の地域配分金が使われています。

第
61
回
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

受
賞
者
の

　
皆
さ
ん

【
大
会
長
表
彰
】

◦
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

　
　

石
井
町　

笹
木　

美
芳

　
　

石
井
町　

瀬
戸　

昌
子

◦
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　
　

徳
島
市　

井
原　

福
江

　
　

徳
島
市　
土
井
原
由
利
子

　
　

石
井
町　

井
内　

政
信

　
　

石
井
町　

谷
脇　

孝
子

　
　

石
井
町　

林　
　

浩
毅

　
　

石
井
町　

笠
井　

秀
子

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

　
　

石
井
町　

阿
部
美
穂
子

　
　

石
井
町　

大
林　

弘
子

　
　

石
井
町　

河
野　

圭
恵

　
　

石
井
町　

久
米　

幸
江

　
　

石
井
町　

小
泉　

征
子

　
　

石
井
町　

鈴
木　

道
代

　
　

石
井
町　

高
石　

椙
子

　
　

石
井
町　

徳
永
フ
ジ
子

　
　

石
井
町　

仁
木　

智
子

　
　

石
井
町　

坂
東　

勝
子

　
　

石
井
町　

古
田　

京
子

　
　

石
井
町　

本
田　

順
子

　
　

石
井
町　

山
田　

益
美

　
　

石
井
町　

米
田
千
鶴
子

◦
自
立
生
活
の
模
範
と
な
る
者

　
　

石
井
町　

澤
野　
　

進

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

❶

❷ ❸ ❹

方
々
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
、
さ
ら
な
る
活
動

の
進
展
に
取
り
組
む
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

石
井
町
社
協
か
ら
推

薦
し
、
表
彰
を
う
け
ら

れ
た
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）
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石
井
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

第
20
回
石
井
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

い
し
い
　
　
　

お
も
ち
ゃ
病
院

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

石
井
町
親
子

ク
リ
ス
マ
ス
会

い
し
い
お
も
ち
ゃ
病
院
が
毎

月
第
２
水
曜
日
（
午
前
10
時
～
午

後
３
時
）
に
石
井
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
開
院
し
て
い
ま
す
。
現
在

遊
ん
で
い
る
お
も
ち
ゃ
や
、
大
切

な
思
い
出
の
お
も
ち
ゃ
で
、
調
子

が
悪
か
っ
た
り
、
壊
れ
て
動
か
な

く
な
っ
た
り
し
た
も
の
を
再
び

元
気
な
状
態
に
修
理
し
ま
す
。
来

院
の
際
に
説
明
書
や
箱
、
取
れ
て

し
ま
っ
た
部
品
や
破
片
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
ま
れ
に
症
状
に

よ
っ
て
は
日
数
が
か
か
る
場
合

や
、
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
気
軽
に

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
12
月
17
日
（
日
）
中
央
公

民
館
で
「
第
７
回
石
井
町
親
子
ク

リ
ス
マ
ス
会
」
が
あ
り
、
０
歳
か

ら
小
学
３
年
生
ま
で
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
歌
あ

り
、
ダ
ン
ス
あ
り
で
と
て
も
賑
や

か
で
し
た
。

前
日
の
飾
り
つ
け
や
当
日
に
お

手
伝
い
い
た
だ
い
た
、
は
ぐ
く
み

子
育
て
応
援
団
の
会
員
の
方
々
、

中
・
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

発
展
途
上
国
で
暮
ら
す
子
供
た
ち

の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
・
栄
養
給
食
・

文
房
具
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
小
中
学
校
よ
り
キ
ャ
ッ

プ
の
回
収
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
10
月
15
日
石
井
町
中

央
公
民
館
及
び
原
児
童
公
園
を
会

場
と
し
、
第
20
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し

た
。
天
気
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
石
井
町
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
大
勢
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
大
盛
況
で
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
つ
な
げ
よ

う
人
と
人
と
の
縁
」
と
し
、
同
時

開
催
し
た
第
11
回
「
こ
ど
も
文
化

祭
・
美
術
展
」
に
は
石
井
小
学
校

を
は
じ
め
15
団
体
420
名
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
第
20
回
記
念
開
催
と
し

ま
し
て
、
石
井
町
出
身
の
小
川
典

子
さ
ん
に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
雨
が
降
る
中
ご

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
団
体
の
皆

様
、
観
覧
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



会
員
募
集
中
で
す
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藤
ク
ラ
ブ
通
信

○
ひ
と
り
で
居
る
事
が
多
く
、
誰

と
も
話
さ
な
い
日
が
あ
る
。

○
地
域
の
仲
間
が
欲
し
い
。

○
地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
。

な
ど
と
お
考
え
の
方
へ
。

　

様
々
な
行
事
を
通
じ
て
、
自
分

た
ち
が
楽
し
む
た
め
に
、
ま
た
地

域
の
た
め
に
と
、
生
き
が
い
を

感
じ
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
が
対

象
で
す
が
、
豊
か

な
日
々
を
過
ご
し

た
い
と
い
う
意
欲

を
お
持
ち
の
方
な

ら
、
60
歳
未
満
で

も
、
ま
た
常
時
活

動
に
参
加
出
来
な

い
方
で
も
歓
迎
し

ま
す
。
私
た
ち
と

一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

（
年
会
費
は
500
円

で
す
。）

電
話
６
７
４
ー
０
１
３
９

10
月
17
日
（
火
）
雨
天
の
た
め

石
井
町
前
山
公
園
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

石
井
・
浦
庄
・
高
原
・
藍
畑
・

高
川
原
の
５
地
区
対
抗
戦
と
な
っ

て
お
り
、
約
500
名
の
参
加
者
は
、

地
区
の
た
め
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

応
援
合
戦
、
踊
り
あ
り
で
、
楽
し

い
大
会
と
な
り
優
勝
は
浦
庄
地
区

の
連
覇
、
準
優
勝
は
高
川
原
地
区

で
し
た
。

12
月
11
日
（
月
）
48
名
の
参
加

者
で
鳴
門
市
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。

ベ
イ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
鳴
門
海

月
で
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
食
事
・
カ

ラ
オ
ケ
・
温
泉
を
楽
し
み
、
観
潮

船
に
乗
っ
た
り
、
市
街
を
散
策
し

た
り
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
普
段

と
は
違
っ
た
環
境
に
身
を
置
く
こ

と
で
、
会
員
同
士
の
絆
が
強
ま
り

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
旅

行
で
し
た
。

11
月
６
日
（
月
）
約
200
名
の
参

加
者
が
飯
尾
川
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
集
合
し
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
下
、
み
ん
な
で
準
備

体
操
を
し
た
後
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
外
周
を
歩
き
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
美
味
し
い
あ
め

湯
を
飲
み
、
参
加
賞
を
受
け
取
り
、

談
笑
す
る
な
ど
、
心
身
と
も
に
健

や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。

体

育

大

会

会
員
親
睦
旅
行

他
に
も
い
ろ
い
ろ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

石
井
町
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

全
国
学
童
保
育
指
導
員
学
校

（
高
松
会
場
）
に
参
加
し
て

「
今
年
の
研
修
も
受
講
し
て
よ

か
っ
た
」

六
月
の
最
終
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
た
全
国
学
童
保
育
指
導
員
学
校

（
高
松
会
場
）』
に
石
井
町
の
多
く

の
支
援
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
会

場
が
高
松
だ
っ
た
た
め
、
朝
早
く

出
発
し
、
家
に
帰
り
つ
く
の
も
夜

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
だ
れ
も

が
「
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
支

援
を
し
た
い
」
と
の
思
い
で
積
極

的
に
受
講
し
て
い
ま
す
。

午
前
中
の
全
体
講
演
会
の
講
師

は
、
子
ど
も
の
福
祉
を
研
究
さ
れ

て
い
る
増
山
先
生
で
す
。「
子
ど

も
の
権
利
条
約
」
を
軸
に
話
を
さ

れ
る
先
生
の
言
葉
の
端
々
に
、
子

ど
も
た
ち
に
向
け
る
温
か
い
ま
な

ざ
し
と
、
支
援
員
に
対
す
る
「
頑

張
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
権
利
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
願
い

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
学
童
の
基
本
か
ら
始

ま
り
、
児
童
の
発
達
・
遊
び
な
ど

多
様
な
分
科
会
で
す
。
私
の
受
講

し
た
分
科
会
の
講
師
は
、
増
山
先

生
と
深
く
交
流
の
あ
る
角
野
先
生

で
す
。
そ
の
た
め
、
私
に
と
っ
て

今
年
の
指
導
員
学
校
は
、
子
ど
も

支
援
の
基
本
で
あ
る
「
子
ど
も
の

権
利
条
約
」
を
じ
っ
く
り
学
び
な

お
す
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

「
先
生
た
ち
が
い
る
か
ら
安
心

し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
」
そ

う
保
護
者
の
方
々
に
思
っ
て
も
ら

「
全
国
学
童
保
育
研
究
集
会

（
神
戸
）
に
参
加
し
て
」

第
52
回
全
国
学
童
保
育
研
究
集

会
が
11
月
4
日
か
ら
2
日
間
、
神

戸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
全
体
会
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
歓
迎
行
事
、
開
会
行
事
、

基
礎
報
告
、
特
別
報
告
、
記
念
講

演
の
順
で
し
た
。
演
題
は
「
小
学

生
の
心
の
ヒ
・
ミ
・
ツ
」
で
す
。

内
容
は
、
小
学
生
は
時
代
と
社
会

に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
、
大

人
の
価
値
観
が
反
映
さ
れ
る
と
も

語
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
生
に
と
っ
て
の
放
課
後
は

主
体
性
を
発
揮
す
る
場
で
あ
る
の

で
、
い
つ
・
誰
と
・
ど
こ
で
・
何

を
・
ど
れ
だ
け
す
る
の
か
の
自
由

を
与
え
る
と
と
も
に
、
見
守
る
こ

と
が
大
切
と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、

学
習
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
「
考
え

る
」
力
が
遊
び
を
通
し
て
求
め
ら

れ
る
の
で
、
計
画
性
を
も
っ
て
作

戦
を
立
て
る
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
も
大
切
等
、
元
気
を
も
ら
え
る

講
演
で
し
た
。

2
日
目
は
、第
18
分
科
会
で「
学

童
保
育
と
学
校
〜
保
護
者
と
指
導

員
と
教
師
の
か
か
わ
り
〜
」
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
土
佐
い
く
子

先
生
が
講
師
で
し
た
。
自
分
が
こ

の
仕
事
を
続
け
て
い
く
上
で
大
事

な
こ
と
を
数
多
く
学
べ
た
有
意
義

な
研
究
集
会
で
し
た
。

　
　

藍
畑
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

岩
本　

朱
美

◎
８
月
５
日
（
土
）
石
井
町
納
涼

夏
祭
り
（
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ー
ナ
ー
）

◎
９
月
29
日
（
金
）
高
齢
者
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
石
井
自

動
車
学
校
に
て
）

◎
10
月
15
日
（
日
）
石
井
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
昔
の
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
）

◎
10
月
28
日
（
土
）
高
齢
者
自
転

車
安
全
運
転
競
技
大
会
優
勝

（
徳
島
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
て
）

え
る
よ
う
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

浦
庄
と
も
だ
ち
ク
ラ
ブ

岩
本　

由
美
子
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社
会
福
祉
協
議
会

の
行
事
予
定

平
成
30
年
1
月
〜
7
月

◦石井町藤クラブ新年互礼会　17日
◦徳島県婦人団体連合会新春のつどい 20日
◦石井町防災訓練　21日
◦「社協だより」（第 73号）発行　31日
◦第 35回石井町長杯ゲートボール大会 1日
◦石井町長杯グラウンドゴルフ大会　５日
◦戦争体験を語り継ぐ会　6日
◦石井町藤クラブ介護予防講習会　27日
◦石井町社協理事会・評議員会
◦石井町藤クラブひとり暮らし高齢者友愛訪問員会

◦石井町ボランティア連絡協議会総会
◦石井町はぐくみ子育て応援団総会
◦社協理事会・評議員会
◦日本赤十字社費募集
◦みらいフェスタ in いしい 2018
◦石井町藤クラブ総会
◦石井町女性の会・東部地区石井町赤十字奉仕団総会
◦石井町手をつなぐ育成会総会
◦徳島県婦人団体連合会総会
◦石井町シルバー人材センター総会
◦石井町老人大学・修学旅行

1月

2月

3月

4月

5月

6月
7月

石
井
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

配 分 金 表
主な職種１時間単価
（就業した対価となります）

会員は、仕事量に応じて
｢配分金｣ を受け取ります。

屋内 ･外作業
草取り
清掃作業
農作業
刈り払い機

剪定 ･塗装
大工作業
消毒10ℓ
障子張替1枚
襖張替1枚
網戸張替1枚

事務整理
宛名書き1枚
建物管理

756円〜
756円〜
756円〜
756円〜

1、080円　

1、080円　
1、080円　
1、100円　
1、100円〜
3、700円〜
1、100円〜

1、080円　
52円〜
756円〜

石井町シルバー人材センターでは、会員を募集しております。
シルバー人材センターは、働く事を通じて生きがいを感じていただく所です。
地域のため、人のため、自分の健康のために働いてみませんか。
対象は、石井町在住で、原則60歳以上の働く意欲のある方です。
会員登録は、石井町社会福祉協議会（石井町クリーンセンター管理棟）１階事務所にて、
月曜日〜金曜日･８時30分〜17時15分の間で受付を行っています。
まずは、簡単な説明と申込書類をお渡ししますので、一度事務所までお越しください。
＊平成29年12月31日現在会員数　　男性44名　女性30名　計74名
＊年会費　1，000円(平成30年4月1日～平成31年3月31日)
＊就業は、臨時的かつ短期的な仕事又は軽易な作業
となります。（月10日程度以内・週20時間以内）

◦◦◦働く意欲マンマンの◦◦◦

石井町シルバー人材センターで働いてみませんか
シルバーパワー募集中 !!

まずはお気軽にお問い合せください
石井町シルバー人材センター

☎088-674-7840

《広報編集委員》石井地区　◎山㟢文靖　河野さち子　浦庄地区　河崎惠子　松家美知子　高原地区　高橋三紀
　　　　　　　　藍畑地区　高木淑惠　松尾昌子　高川原地区　瀬部和子　上田陽美　編集協力　藤本七三夫　◎は編集委員長

チエブクロー

あなたの入会を
おまちしています


